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E 高13平野とその毘辺における観光動向と観光資 麗-1 上腿ili第一次・第二次綴光振興5か年計酉
iJnの分布 堕-2 上越市第三次観光振興5か年計画
1I -1 観光動向 車-3 上越市における現在の観光振興の試み


















2005) 現代は農村が観光客の商品になっている時代である (Butler. 1998). 果樹農業地域で、はつみ
取り医!や産売所，宅配サービスなどの観光的要素を取り入れて 地域農業や地域経済を持続的に発展










越市は 2005年 1月にそれまで、の上越市と 13のIJ村が合併して成立した_ 2005年の国勢調査による
と人口は 208，083，世;許数は 69，108であった_ 14のi日市町村のうちここで対象とするのは， 1日上越市


















JR北陸本線と JR信越本線，そして JRほくほく線が通っており， 2014年には北陸新幹線が開通する













6，910，570人，そして 2006年度には 6，726，880人となった. 2004年のl中越地震や， 2007年の中越沖地























水浴シーズンの 8月で，これに次ぐのが餓桜会が開かれる 4月，そして海水浴の 7月となっている







り立っている(溝尾， 2001) 狭義の観光資源のなかには， 1山岳や高原，海岸，動植物といった人間














ら戦I~IJ引にかけての史跡や千11ヰ1. 仏 i乳高 EEI地域の江戸期から l明治郎までの史跡や仏関，初市，そし
て現代の祭があげられており，この 2つの地域からなる旧上越市で、圧倒的な数になる.残りの 9つの
I I=IIIIJ判ーでは，子11叱I~ ・仏関や史跡;などのほか公園や祭などがあげられている.観光施設については，温



















納続呂涼的市花川、お火ダ引大ムき会、上i争げ福j商寺工、祭t争、喜事善1寺崎、1寺妙代蓮変寺ま、つーりの、 源上下カ浜ン?昆ト泉リー、栃クaラ~I.ブa糸、 大山口キャンプ場、 米山水






顕十殴翌一、寺面虫j観、iI城音日跡光立、寺像、 法ふ定る寺さ、と荒公閥沢不、動愛尊国大、木池造公 霧塁ヶ岳温フ泉ァゆーあミみー、 虫川ド大、杉ま、まクらラのフ塁トパーク f杢持li川原区 の j、 ラン t 
薬問旬、こいの森、谷内池 癌i巻神社、石造仏頭、大関城跡、林富永邸 米跡代ぶ、と泊ひどーのなう謎国た荘j蔵、 味ネのー謎チjャ談ー、水リ科ン古グ墳ホ群テル、j米1本持li代階営、形1ti 三和区
牧区 ふるさと村怠然と憩の森、弘法消水公劉 宇テ津ン俣リバ温泉ー j、ij上鷹羽笑滋学館泉、 牧歴史民俗資料館、 マウン
f向笠区 櫛菅原池F神員石社落、下水公嶋園磯部事t干土、 幼ヶ池湖畔公図、 産ンのプ場ふるさと館、?荷翠歴史民俗資料館、坊ヶitl!キャ
板倉区 黒i高j倉京、山大、!池菊、田山玄脈藤守、託光!ヶ原 塚跡人柱之、延供玄命養八清幡堂水宮、慈、{日言尼吉事寿件培士、 百山綴寺薬音刻、翠、の3王箱冠減、 地板ゑ倉すし襲べん業のり笠者資料記ト館念レ館、ーい、ニた中ンく村グら十セ郷作ン土記タ館念ー、館域、村や朴す斎ら記ぎ念荘館、、
f上越市第三次観光振興5か年計画jより作成
に集中している.高田市街地にも観光資源、が多くあるが，入込み客が56，990人の金谷U-I公園と 36，880
人の高田公屈が自立つ程度である. しかしながら 第2図には示されていないが 高田城跡で4月に













































や駐車場，そのほかの施設も完備し ホテルや民宿などの宿泊施設も充実している 1) また， 日本海
に沈むみごとな夕日を見ることもできる. 2006年度にはなおえつ海水浴場には 250，450人，たにはま
海水浴場には 353，070人の入込み客があった
光ヶ原高原 標高 700~ 1100mの高台にあり，遠く佐渡まで見渡せる雄大なパノラマのなかで，
自然をI!li)jl喫することができる. ミズ}¥ショウの群生地やブナの原生林があるほか，ふれあい広j揚で
は遊具で遊んだり 動物とふれあうこともできる(新潟県上越市， 2006). 2006年度の入込み客数は
16，070人で、あった
潟町砂丘とラグーン(朝日池，鵜の池，天ヶ池，蜘ヶ池，中谷内池，御手洗池) 潟 111]'砂丘は ~11J
1奇から宣江津まで全長は約 15km，IlfIT¥は 500111から最大で 2.5kmである.最も襟高の高いところで



















物である経蔵，三重塔などが建っている.俳人松尾芭蕉は 1689i!三(元禄 2) に I~の*IlJ 道j の旅の













るようになった.春日 11城の特徴は 山頂の本丸;掛からiJJ11i~ まで、連続する屋敷群と裾野に巡らされた
総延長 1，200mの総構え(通称監物掘)であり，戦国n寺代のUJ城としての形態をよく表している.春
日山城は議長信没後の 1579年(天正7)に上杉景勝に引き継がれ. 1598年 o菱長3)に堀 秀治の入
城によって上杉氏の!]寺代は終わったそして 1607年(慶長 12)に堀氏が現在の直江津地域に福島


























































高田の町並み 高 EEI は江戸期には城下 IIfjーとして栄えていた.城下町は城を I~I字型に取り囲むように
設けられ，城の近くに重臣の屋敷が，その周辺に一般の侍屋敷が配置されていた(新潟県高田市教育会，















































に伝わる人魚の伝説によるものである 風呂からは日本海:に沈む夕日が展望できる 10) 鵜の浜温泉
81 
では 5~6 月の春の観光地引き志向. 6月のホタル鑑賞会 7月の夏の観光地引綿・ちび、っこ観光地引






















































j海毎洋フイツシンクグ、センタ一 i日:ヨi本海海.に突き出した全長 18お511の{校支橋のj照琵りには魚f布傑張主が設置され， 気




j有したサンピーチーがあり，そこで子供とともに磯遊びもできる 15) 2006年度の入込み客は 12，030人
であった.
上越市立水族博物館 上越市立水族博物館は 400種 10.000点の魚類を展示している日本海側有数
の規模を誇る水族博物館で、ある(写真6). J享さ 33.5cl11という世界最大の 1枚ガラスを使用した大1m












五智公国・交通公園 五智公留では野鳥や植物の観察ができる 特に 700本余りの八重桜は4月下
旬から 5月上旬が見頃となる.キャンプ場も設置されている.交通公i習にはゴーカートがあり， D51 
機関車も展示されている 18)
南葉高原キャンプ場 久比 111支県立自然公園のT-~葉山の中腹にあり，頚城平野から自本海までの展望



























飲や販売も行われている 22) 2006年度には 46，600人が入場したが，その 78.5%までが県内からの観
光客であった.





















る.上越市ゆかりの上杉謙信にかかわる商i誌や笹田子 海産物 菓子 溜類など品数は 600以上に
ものぼり 25) 土産品探しに多くの観光客が訪れる.2006年度の入込み客は 112，170人と多い.なお，
国内最大級のステンドグラスで装飾されている 21){~には レストランが併設されている
(7) M市
上越市で、は高田地域に 2か所，直江津地域に lか所 柿 1奇に lか所の4つのif羽市が開催されてい
る. このうち，高田地域には大1]・3了自の二七の市と大1IT4 . 5丁目の1m九の市.がある.二七の市は
上越市で、二番|ヨに古い朝市である.高13に入場した陸軍第十三師団から「兵隊に新鮮な!LlJ'菜を食べさ
せたいので，定期的な市がほしいjとの要望を当時の高田町長と仁1=1頚城郡長が受け. 1910年(明治
43) 10月に現在の本Ilfj"2 T自で始まった 26) ，~~設当初は住民はもちろん，軍関係者の利用も目立った










ここまでみてきたように 高田平nとその周辺には海岸や砂丘，ラグーン. Li などの自然観光資源






観光資源の第 2 の特徴としては，すでに f上越市第二次観光振興 5 か年計画~ (上越市.2001)で
も指摘されているように 個々の観光資源の規模が相対的に小さく. Iそれだけを見に来るj魅力が

































ようにすること， (3) 農の風景との共存を I~ ること， (4) 11の魅力と海の魅力のハーモニー:“楽11楽




ように， まず，上越市で、は 2005:['1三に観光振興課と観光企画諜の 2つを設置した.上越市第三次観光




客ニーズの把握， (2)戦略的プロモーションの実施， (3)新たなマーケットの開拓， (4)観光資源のさ













上記の観光計画を受けて， 目的の 1つである「知名度の向上jを達成するために，上越市は 2007
年度を「上越ふるさとアピール年1J]Jとし株々な宣伝活動を行った. 2007年は親驚が上越に上陸
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Developlnent ofTourist Industry Based on Regional Resources 
in the Takada Plain and its VicinityラNiigataPrefecture 
TABAYASHI Akira， ISHIDA Kota*ラITOMariko* and Umehara Kana* 
Recently tourist industries have become prosperous in Japan as various types of tourism are introduced. 
Considering that the tourism for practical experience and educational purposes especially attracts many people， 
it is important to discover and grow new tourist resources. This study attempts to evaluate ordinal regional 
resources such as rural and urban landscapes， local industries， traditional handicrafts， and special local products， 
in order to develop tourist industry in the Takada Plain and its vicinity， Niigata Prefecture. 
The study area， situated in the central part of the country and facing the Sea of Japan， isblessed with varied 
natural and cultural tourist resources， whi廿lemany tωol山1汀r匂tfacilities have been newl砂yconstruct臼;怠ed0印rimp戸rovedin  1 
th児elast t臼enyea創rs.However， the scale and attractiveness of each tOUl匂tresource is not large enough to attract 
many tourists from al over the cOllntry; most visitors come fro11 the neighboring prefectures. 1n addition， these 
tOUI芯tresollrces are dispersed and are not mutually connected. 
The places of historical interest related to Uesugi Kenshin， a famous military commander of the Age of Civil 
Wars， are especially noticed in this region. The close relationships among the ruins of his Kasuga叩yamaCastle 
and its old castle town， the ancient and medieval historic places， the castle townscapes ofTakada constructed in 
the early seventeenth century， and the present city landscapes of Joetsu will greatly increase tourist demand in 
the Takada Plain. The other way of promoting tourism is to evaluate and utilize ordinary rural landscapes， rural 
heritages， and rural products， such as the beautiful landscape of rice growing villages in the Takada Plain and the 
terraced paddy fields in the Higashikubiki hils， historical places of Uwae， Nakae and Obuke irrigation canals， 
reclaimed lagoons in the ear匂 seventeenthcentury， newly settled sand dunes at the beginning of the twentieth 
century， and wine and sake breweries. These resources have a great potential to attract numerous tOlrists from 
al1 over the country. Thlls丸， success抗JlC011η11l10dification of rural spaces for tOl口r匂Iηm1，leislre and recreation plays 
an importa 
Key words: Joetsu City， Takada Plain， tourism promotion， tourist resources， regional resources， commodification 
of rural spaces 
* Graduate student， master program of education 
